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2011年2月 現在、韓国では、今までに経験 した こと
のない教育課程1改 革の 「過渡期」を迎えている。2008
年2月 、Lee,Mymg-bark伏 統領 の政権 とともに誕生し
た 「未来型教育課程」は、2009年12月23日 「2009























小3,4 2012,3,12015年 国語、社会/道 徳、数学、
科学/実 科、体育、芸術
(音楽/美術)、 英語小5,6 2013,3,12016年
中1 2011,3,12014年 検定図書 全教科
中2 2012,3,12014年 検定図書 全教科
中3 2013,3,12014年 検定図書 全教科
高1 2011,3,12014年 検定図書 全教科
高2 2012,3,12014年 検定図書 全教科
高3 2013,3,12014年 検定図書 全教科
(教育科学技術部3「2009年 改訂教育課程」より筆者作成)
これ を見ると分かるよ うに、教科別の教育課程は




科教育課程(以 下、2008年 改訂教育課程 と記す)」4で
ある。 これは、国家の教育政策の一環 として7次 教育
課程(1997年 から2007年 まで)5と2007年 改訂教育
課程6を 改訂 したものである。
「2008年 改訂教育課程」では、「英語義務教育(公




韓国の小学校(初 等学校)7の 英語教育は、1981年 、4
学年以上を対象にした 「特別活動の英語」からはじま
る。この 「特別活動 の英語」 とは、 「学校教育の目標
を達成す るための教科」以外の教育活動であ り、子 ど
もの自発的、自律的、 自主的な英語活動の活発化を図
るものであった。その後、「6次教育課程(1992年 から
















3月 実施)と して週2時 間の英語教育が導入 されたも
のの、「必修化」に対する激 しい議論が起こった。しか
し、当時のGim,Yeong-Sam大 統領 の 「文民政府」の誕




Sy11abus)を 中心として英語の 「コミュニケーシ ョン能
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単一文章の長さ 7単 語以内 9単語以内














教育人的資源部により改訂 された 「2008年 改訂教育
課程」はその公示から、次のように年次的に実施 して
いるところである。まず、2009年 か らは小i・2学 年、
2010年 からは小3・4学 年 と中学校1学 年、zoii年 か
らは小5・6学 年 と中学校2学 年、高等学校1学 年、2012
年か らは中学校3学 年 と高等学校2学 年、そして2013
年からは高等学校3学 年において行われ る。
「2008年 改訂教育課程」では、① 子 ども ・生徒 を
中心とする教育課程の現実化、② 学習内容の連携の強
化、③ コミュニケーシ ョン能力の向上を重視 している。
ここでは、「すべての子 どもの英語水準の向上」とい う




力を育てる、 とい うものであり、外国の様々な情報 を
理解 し、活用できる能力を養 うことが求められている。
また 「子 どもを中心 とする活動」は、個人の学習環境、
適性、潜在的能力、将来の成長可能性まで視野に入れ、
実際の状況で子 どもが持っている知識、またそれを英
語で遂行す る能力の活用 を促すことを狙 うものである。
「2008年 改訂教育課程」による小学校(初 等)の 成
就基準 ・機能別陳述体系及び特徴 は、前ページ表2の
ように定められている。
表2を 見ると、7次 教育課程 より特に変更 された点
がある。まず、学年間の連携を考慮 し、全体的な難易
度を落 としたこと、アルファベ ッ ト導入時期 を4学 年
1学 期か ら3学 年2学 期に前倒 しで教えること、語彙
を増や して(7次 教育課程578語 、2008年 改訂教育課
程736語)実 生活 ・真正性が高い状況での表現を使わ
せ る狙いがある、とい うことである。
更に、 この改訂教育課程の重 要な取 り組 み として




育 を提供す るための教育プロジェク トである。例えば、
学校での学力不振の子 どものためには、英語に接する
機会を増やす とともに補充型 ・水準別教育、小グルー
プ活動、個別指導な どを実施 して英語の学力格差 を縮
めようとしている。韓国政府は、英語教育 を 「義務教













ら6学 年まで 「聞く」、「話す」、「読む」、「書 く」のい
わゆる四技能を区別 した領域で行われている。ここで
は、英語学習をスター トする3学 年に注 目してみる。
英語科による評価観点は、次ページ表3の ように定め
られている。





































































そ こで教育科学技術部は、比較的にネイテ ィブ講師 と
接す る機会が少 ない農山漁村及び所得が低い世帯の子












話の流暢 さな どが向上しているとい う。ひ ときわ、教
育効 果 が 見 られ るの は、 低 学年 のTotalPhysical
Response;TPRと ゲーム活動である。
しかしなが ら、課題 も見 られる。まず、教授者 と学
習者、学習者 と学習者、学習者 と学習内容 の相互作用
における効率である。韓国人教師は、遠隔地のネイテ




教師 と子 どもがいる教室の相互作用パ ター ンは、スム
ーズに繋がっていることが理想である。ネイティブ講
師と教室の子 ども、韓国教師には、「即時に」そ して 「同








こうした場合 の不便 さは、教育現場か ら継続的に言
及 されている課題である。
そ して、非言語 コ ミュニ ケー シ ョン(Non一 恥fbal






















の取 り組みに対 しては現場教師の批判があ り、現行の







inEnglish;TEEを もとに、1次 は書類審査(典 型)ll、
2次 審査が授業指導案作成、授業実演、面接な ど、厳
しい競争 のなかか ら採用 される。 ソウルか ら車で1時
間ほど離れている京畿道工2では、既に394名 の初等英
会話専門講師を選抜 し、3月 からのスター トに向けて、
準備 は万端である13。また、全羅北道でも2011年 に50
名の初等英会話専門講師を選抜 し、初等学校は計100
名、中学校 は計100名 、高等学校は計35名 の英会話専
門講師が、英会話の授業を担当 している。
英会話専門講師は、実際に学校授業を担 当す る前に、

















「2008年改訂教育課程」が指定す る 「小学校(初 等)
英語国定教科書」が使用されてい るのは、3学 年から6
学年である。授業時間数は、7次 教育課程より少 し増
えて3・4学 年は週2時 間、5・6学年は週3時 間である。
「2008年改訂教育課程」の特徴 は、文字言語の早期導
入である。3学 年9単 元からは 「読む」 と 「書 く」を
中心としたセクションを設けてアルファベ ッ ト及び単
語の読み書きを中心 とした活動を7次 教育課程 より早
めに導入 している。
この節では、2010年3月 からスター トしている3・4
学年の 「小学校(初 等)英 語国定教科書」を検討 してみ
る15。
3・4学年の英語教科書は、既存の8単 元か ら16単 元
に拡大改編 されている。7次 教育課程より増えた8単
元は、7次 教育課程(4単 元)と2007年 改訂教育課程
(4単 元)を 土台にして決定 され た。
この16単 元のすべての単元名は英語で示 されてお
り、既存の教科書では見 られなかった 「ス トー リーテ
リング(storytelling)」 のよ うな 自発的構成力 を必要と
する活動を積極的に行 うよ うになっている。 このス ト
ー リーテ リングは、皿MSS(2003年 、2007年)やPISA
調査(2000年 、2003年 、2006年 、2009年)16で 得 ら
れた高い学力水準の結果 に反 して、勉強に対す る韓国
の子 どもたちの関心 ・意欲の低下を克服す るために作
られたものである。
「小学校(初 等)英 語国定教科書」の特徴 として次
の三点が指摘できよ う。
一点目は、 「教材の多様化 ・先端化」である。 「英語
教科書」の三分の一は、アルファベ ットカー ド、絵 カ
ー ド、自己評価ができるシールなど各単元の活動で使
用 される教材 である。また、子 どもの関心 ・意欲を継











韓国におけるパ フォーマンス評価(遂 行評価)は 、
課題に対する学習者の実践的なアプローチを評価する
評価法の1つ であ り、知識の量よ りは知識を どのよう
に活かすのかを評価の重要な対象 とする。
教科書の単元名 「What'sThis?」 「Let'sGoShopping」
「WillYouHelpMe,Please?」 などか ら分かるよ うに、
「実際状況での問題解決能力 を伸張」す ることが、す
べての領域で重視 されている。ActivitiesとTasksを 中











学習 させ る方法 として用い られている。
6
英語を読むためには、英語の 「文字」 と 「音」との
繋が りを知ることが大切である。フォニックスを小学
校から学ばせ ることによ り、はじめてみる単語でも、
感覚的に読む力が付 く能力が育つ。 この 「フォニック
スの学び」は、これまで コミュニケー ション能力 を伸




に対す る親近感 と自信を培 うことで、中学校、高校に
おいても連携的 ・継続的に英語学習に取 り組むことが
できる学習態度を養っている。最終的に社会人になる
までに実用英語を使い こなせ るようにす る 「グローバ
ル ・リテ ラシー(国 際 ミュニケーション能力)」 の習
得を国家が戦略的に進めているといえよう。
前述 したよ うに韓国は、1997年 小学校3学 年17を対















化」に したことで、「子 どもを中心とす る活動」 「多様
な言語教授法」「英語教育の機会格差」「英語学力格差」
な どの課題はあるものの、時代の要求に即 して対応で





化」 「パ フォーマンス評価の充実化」「フォニ ックス
(Phonics)の 学び」が重視されており、子 どもの認知
的な発達水準を考慮 した工夫が読み取れ る。
以上 のよ うに初期英語教育の必然性 と効率性を重
視 し、義務教育の早い段階から、新 しい時代に求め ら
れる学力を備えることを想定 し、国家の レベルで進め
ていることは、21世 紀の知識 ・情報化の時代を迎える
にあた り、大いに国益をもた らしていると考 えられ る。
しか しなが ら、韓国の学校現場が当面 している課題
には以下のことがある。
第一に、加熱 した 「英語教育熱」によ り国語及び他
教科教育を疎かにしてしま う傾向にあることである。
英語教育のスター ト時期が、中学校1学 年か ら小学
校3学 年 に早まることによって、小学校1・2学 年は
言 うまでもなく、就学前の幼児英語教育 もいっそ う注
目されるようになっている。また、早期英語教育に対
す る熱意は海外留学にまで広が り、2001年 から2006
年の間では、小学生の留学生は、2,107名 か ら13,814
名まで増加 している18。ゆえに、多 くの子 どもが英会
話を学ぶ 目的や入試準備 のため、新たに塾(学 院)な
どで学習する状況が生 じている。
英語教育を 「義務教育(公 教育)の 責任」 として国
家 ・学校機関を挙げて積極的に取 り組むことには、賛



























































7韓 国の初等教育機関は、1940年 代は 「公立国民学校」、
1950年 代からは 「国民学校」 と呼ばれ、1996年 からは
「初等学校」で定着 している。以下、当該年代で使い分け
が煩雑になるので必要な箇所では丸括弧内に注記する。




















160ECDのPISA調 査の 「読解力 リテラシー」は、2000
年6位 、2003年2位 、2006年1位 、2009年2位 である。「数
学的リテラシー」は、2000年2位 、2000年3位 、2006年
1～4位 、2009年2位 である。 しかし、「科学的 リテラシ
ー」については、2000年1位 、2003年4位 、2006年 では
7～13位 に下落 し、科学教育に対する自省の声が高 くな








(教育実践 コラボ レー ションセンター助教)
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